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y

が
左
記
の
書
の
註
に
此
定
へ
義
を
.批
如
す
る
爲
に
示
し
て
ゐ 

る
例
ょ
々
も
寧
ろ
主

V
.

:

し
て
一
直

®
,

交
換

.

め
場
合
を
頭

^

置̂̂^
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る
方
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翠
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ft
等
の
定
義

〉

に
ょ

'
る
時
は
商
業
た
る
爲
に
■は
交
換
な
る
事

:«
が
:*
れ
ば
足

?>
る
交
換
か
獨 

立
せ
る
職
業
的
分
業
ビ
な
る
を
耍
し
な
い
故
に
亦
商
人
れ
る
職
業
の
存
在
す
る
必
恶
は
な
い 

又
.交
換
が
繼
緻
的
に
行
は
れ
る
一
つ
の
統
一
的
組
織
れ
る
こ
と
を
も
要

V

な
ぃ
の
で
あ
る 

故

^

農
民
が
時

k

觸
れ
都
會
に
出
で
て
必
要
品
を
買
入
る
る

も

亦
商
業
で
あ
る

o 

M

し
焐
静 

の
見
解
は
交
換
が

'截
.要
な
る
社
會
的

»

實
ビ
は
な
つ
て
來

.，で
'も
、求
だ
以
て
交
換
乳
物
を
鄉
立

■の
、職
業
と
す
る
事
實
：が
社
.會
事
實
-
し
て
重
婪
な
る
意
'親
を
有
せ
ざ

'!
)
し
中
世
の
經
濟
狀
態

••
 

>
 

; 

.
 

: 

...
 

.

•

.

 

i

の
內
に
生
れ
た
當
然
の
結
梁
で
あ
る
。

■
 

•
 

.

，し
生
產

®

仲
を

.與
に
す
る
結
果
ビ
し
て
生
產
物
の
相
異
を
生
じ
^
爲
め
に
交
換
な
る
事
實
は 

ぶ
づ
#

一 

に
場
加
を

1

く

if
て
て
ゐ
ろ
港
の
間
が
ら
起
つ
て
來
る
こ

S

は
旣
に
述
ベ
た
。
從 

つ
て

.亦
單
に
折
り
に
觸
か
、必
恶
に
應
，じ
て
な
す
交
換
で
な

<*
し
て
"交
換
其
物
を
職
槳
ド
す
る 

^

人
も
先
づ
第
一
に

-隔
»

者
間
に
於

if

る
交
換
か
ら
先
づ
起
つ
て
來
た
。
力
か
る
意
味
力
ら 

'
し
て

.內
國

1S
業

々

存

在
.せ
ざ
る
以
前

(-
_

に
外
國
商
業
が
發
生
し
、陸
上
商
業
の
發
生
せ
ざ
る 
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塵
 

0
.
M 

七



筋T-七

-̂
c
H
r
o

)

論
說
紕
織
槪
念
と
し
て
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商
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' 

以
前
に
先
づ
海
上
商
業
が
發
達
し
た
も
の

.で
‘あ
る
。へ一

) 

,

二) 

o
o
l d'Ecsomie pouliciue (

7
0§
r1921 。
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o
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 I, p. 370 ,

同
じ
國
內
に
於
て
，も
前

述

ベ
た
や
ぅ
に
交
換
が
社
會
現
象
を
し
て
$
要
な
る
意
義
を
苻
す 

る

I 
_

つ
ゾ
の
は
疗
计
と
田

>

の
揹
に
分
業
か
行

|1
れ
て
か
&
後
の
こ
と
で
あ
る
。

1t
始
め 

は
彼
等
の
交
易
の
大
分
は
彼
等
自
か
ら
の
生
產
物
の
剩
餘
で
、之
を
其
必
舉
ビ
す
る
物
品
と
交 

換
し
て
ゐ
た
の
で
ぁ
る
。：
か
か

^
交

M
は

L
e
r
o
y
-
B
e
a
u
l
i
e
u

も

^

へ
る
や
ぅ
に
全
く
折
に
觸
れ
、
 

本
能
的
自
然
的

^
: (occasionane 

o
u

B*st

3*c
t
{
v
e
)

起
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
こ
分

^

%
益
i 

.
:發
達
す
る
に

<>
;れ
_て
‘世
人
：は
最
皁
自
分
の

.使
用
す
る
も

0

ぬ
自
ら
之
を
生
產
し
な
い
で
之
を 

他
人

.に
委
し
、自
か
ら
は
鄭
ら
又
は
主
ビ
し
.て
他
人
の
使
用
す
る
も
の
を
作

b
,
£

を
以
て
他
べ 

の
生
：產
し
自
己

:0
欲
す
る

.物

^
交
換
す
る

.こ
と
が
一
般
普
通
ど
な
つ
て
來
る
。
而
し
て
古

S 

は
全
く
反
對
で
自
分
の
生
產
す
る
も
の
の
全
部
又
は
大
部
分
は
自
か
ら
之
を
消

©

す
る
に

P 

ず

し
て
交
換
：の
■
的

S
な
す
こ
と
ビ
な
る
。
則
ち
偶
發
的
、本
能
的
の
交
換
は
玆
に
於
て
か
意 

識
併
系
統
的

*6
則
的
、永

@

的

:0
も
の
ビ
な
る
の
で
あ
る
。

交
換
が
規
則

'的
、葸
識
的
、永
，續

的

€
な

.

ざ
る
を
：得
な
い

際

に
生
產
者
が

生
産
の
技

®

R
沒

P

す
る
の

.
外
你
赴
：づ
其
生

.產
物
の
販
：路

.の
發
見
、賣
却
，包
裝
、發
送
、！

變
遷
の
觀
察
、豫
测
笱
の

.商
業
的
®
分
を
擔
當
す
る

時
は
其
爲
：に

.甚
だ
し
：き
多
く
の
時
間
と
避
用
を
費
し
て
、而

も

你
興

... 

;

■:
. 

- 

■ 

• 

. -

.
-
:

効

*:
は
擧
ら
な
い
，も
の

.で
あ
る
。
消
費
者
；亦
自
己
の
欲
す
る
財
貨
を
求
む
る
に
際
し
て
典
生 

產
；者
を
發
見
し
て
其
欲
す
る
丈
の
分

/最
を
：必
喪
 >

>

 
す
る
時
に
手
に
入
れ
る
こ
と
困
難
で
あ
る 

か
ら
し
て
此
の
爲
に
彼
自
务
の
生
產
义
は
某
他
の
經
濟
又
は
社
會
的
活
爾
を
阻
止
せ
ら
れ
る
 

こ
ビ
蓋
し

»

;«
く
な
い
。

.
今
：若
レ
或
る
一
人
が
：生
產
者
ょ

&

其
生
產
物
を
質
入
れ

®

に
此
を 

fi
«
者
に
賣
却
す
る
換
言

'Iす
れ
ば「

賣
却
す
：る
，爲

に

買

a
入
れ
る
と
云
ふ
行

'爲」

が
發
生
す
る
な 

ら
ば
を
れ
丈

'け
：生

m

者
及
：び
沿

f
者
の
以
上
の

.財

貨

配

給

上

に

：
於

，け
：
る
：.
々

ら
れ
る

。
' 從
つ
セ
生
產
者

.ば
鄉
心
往
産
の
一
技

.術
に
從
事

I
、消
費
者
亦
特
に
消
费
貨
物
の
純
類
、

-

'
 

.

.

.

.

.
:

' 

:■.
.

分
'景
及
び
其
買
入
れ
の
時
期
に
付
て
特

' 
に
勞
費
を
費
す
の
煩
が
除
か
れ
る
わ
け
で
あ
る

o:
斯

.

.
 

.
 ... 

,

.

: 

... 

; 
.
.
.
.
.
■. 
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.
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•

の
如
く
生
產
ビ
消
锻
と
い
ふ
此
の
ニ

:つ
';
:の
，自
然
的
事
實
の
中

•間
の
於
て
か
、
る
交
換
の
媒
介 

ビ
；い
ふ

11
:
會
的
：事
：|實

が

發

生

：
し

た̂

^

の
交
換
の
伸
介
と
云
ふ
行
爲
が

M

に
■進
ん
で 

職
業

.ビ
し
て

® 

に
行
は
れ
る
場
：合、換
言
す
れ
ば
職
業
的
分

•業

^
し
て
獨
立
し
た
場
合

R 

は
生
產
者
及
び
消
費
漱
の

_财

:«
配
；給
上
へ
に
於
け
る
行
爲
は
全
然
此
の
中
間
機
關
に
委
し
て
、又
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何
：等

之

に

心®

を
費
や
す
必
要
が
な
く
な
る
心
け
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
ゃ
ぅ
に
生
産
索

S

消
費
者
が
自
か
ら
直
接
交
換
を
な
さ
な
い

で
バ

一)

其
間
に
、消 

費

者

に

賣

却

す

：：；る
；爲
め
，

.に
生
；
產

者

か‘

買
ひ
入
れ
る
ビ
云
ふ
獨
特
の
行
爲
が
發
生
し
’肋
し
て 

(

ニ)

此
行
爲
が
亦
職
業
ど
し
て
繼
續
的
に
行
辑
れ
る
に
到
つ
て
.か
の
學
者
が
交
換
則
ち
商
業
ビ 

.

ふ
定
義
も
亦
當
織
變
は
つ
て
行
か
ざ

1
る
を
得

^

か
つ

^

の
で
あ
る
。.
則
ち 

.

J. 

B. 

S
a
y

は
產
業
を

農
：：

エ
商
の
三
に
分
ち
商
業
を
左
の
如
く
定
義
し
て
ゐ
る
。
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ぽy

は
商
業
を
定
義
し
て

«

入
れ
た
る

^

の
を

H

に
寶
却
す
る
を
目
的
と
す
る
ル
ハ
か
か 

働
、匕
云
つ
て
、後
®

の

-®
國
の
經
濟
學
者
の
如
く
特
に
之
を
職
業

(Profession}

ど
す
る
こ
と
を
條 

#

k
し
な
か
つ
た
丨
ゾ
則
ら
此

「

揚
合
に
：：は

生

產

者

と

消

-®
者
の
間
に
：財
貨
を
配
給
す
る
行
爲
で

‘ 

必
ず
し
も
之
を
獨
立
の

.營

.業
ど
し
て
繼
續

:f
I
3i:
!
行
ふ
の
必
要
は
な
い
。
只
一
囘
の
行
爲
で
も
、

其
行
爲
は
商
業
で
あ
る

:0
け
れ
ど
も
こ
れ
は
舉

1

な
る
獨
立
の
行
爲
で
，前
に
述
べ
た
生
産
者 

又
は

.消
費
者
の

.突
：換
行
爲
と
ば

■全
然

.別

個

：
の

も
P
 

此
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め
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及

び

消

费

者
 

の
，配

給

上

K

於
け

':
;る
A

*

"
そ
れ

■丈
輕
減
せ
ら
れ
る
の
は
明
か
で
あ
る

o 

G

S

I氏
が
其
著 

商
業
政
策

 

I

 
於
て
 

w

i

i

l

i
 

H

i
 

als 

I
 

I

I

I

^

 

l

e
 

die 

I

I

w
l
r

r+scllaftliclle 

u
n
d

 

G
e
w
e
r
b

tr.clle 

P
roduk

t
i
o
n

 

d
a
d
u
r
c
h

 

ergsnNt, 

dass 

sie 

deren 

P
r
o
d
u
k
t
e

 

d
u
r
c
h

 

rfiumliclae 
u
n
d

 

zeitliche 

V
e
r
t
e
i
l
u
n
g

P-
&

D

W。一 

d:
cr
e
r
f
Q
h
r
t
.

ビ
云
つ

12
の
は
商
業
は
財
貨
配
給
の
行
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し
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を
業
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す
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ど
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要
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'し

?:
の
は
外
國
商
業
な
顧
磁
し

?:
か
ら
來
れ
も
の
で
わ
气
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近
で
も
外
國
贸
論
す
る
も
の
は
此
の
做
義

U
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ど
も
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消
；辈
者
に
到
る
財
貨
配
給
の

.職
分
が

R

偶
駿
的

i-
t

第
三
者
に
ょ
つ 

て
行
は
れ
る
丈
で
ば

^

產
遨
及
び
消
費
者
は
常
に
安
じ
て

*

第

5

者
に
依
賴
し
て
ゐ

.
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云
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わ
け
に
ゆ
か
ぬ
。
肌
ち
前
に
述

Y

た
や
ぅ
‘に
此
第
三
者
が
獨
立
の
商
人
ビ
し
て
常
に
規
則 

的
永
鑛
者
に
此
の
職
分
を
行
ふ
こ
ど
に
よ
つ
て
、換
言
す
れ
ば
之
を
業
と
す
る
己
と
に
よ
つ
て 

始
め
て
配
給
に
關
す
る
勞
費
は
生

_

者
及
び
消
費
者
よ
り
全
然
除
か
れ
、双
等
は
全
く
分
業
の 

法
則

.
に
從
ひ
ズ
其

»

問
ど

.す
る
所
に
安
じ
て
從
事
す
る
こ
令
の
出
來
る
も
の
で
あ
る
。
規
則 

的
、永
續
的
、組
織
收
配
給
の
機
關

.な
く
し
て
交
為
經
濟
組
織

0

下
に
於
け
る
生
產
苕
は
只
生
產 

i

<7
み
沒

r

す
る

.乙
ど
は
出
來
な
い
。

11
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ち
再
び
賣
却
す
る
目
的
で
購
入
す
る
行
爲
を
營
業 
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營
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時
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之
を
商
業
と
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づ
る
所
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斯
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如
く
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#
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念
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(

營
業
も
し
て
繼
續
的
に
行
ふ
財
貨
の
貢
入
れ
、及
び
之
を
賣
却 

す
る
乙
ビ
に
限
る
の
は
單
に
佛
國

.の「

學
奢
，ば
か

.

CV:

で
な
く
獨
逸
で
は

Matajar L
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x
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 noscher, 

s
o
&
d
o
r
f
e
r

等
大
多
數

.の，學
者
の
採
用
す
る
所
で

'今
日
の
定
說
を
.な
し
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ 

る
。
玆
に

.於V

か(
T
m

接
交
換
の
時
代

.に
"於
け
る
交
換
行
爲
、
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ニ)

又
^'

.入
れ

'る
、單
純
な
る
行
爲
丈
で
は
足
り
な
い
、

(Hi

乏
を
業
ビ
し

V..

營
む
こ
ビ
：に
ょ
ん
て
始
め
て
商 

業
セ
あ
る
ビ
云
ふ
說
、が
出
て
來
た
の
で
あ

「

る
。.則
ち
行
爲
槪
念
ヰ
し
て
の
商
業
か
ら 

念
玟
し
て
の
商
業
に
進
ん

'で
き
た
の
で
あ
る
。

一
時
的
、偶
發
的
の
配
給
仲
介
行
爲
か
ら
繼
續
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的
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、系
統
的
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的

’
の.配
給
仲
介
行
爲
に
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進
ん
で
來

fc
も
の
で
あ
る
。

ぐ

；

.
’
-

」

：
.

p

'

.

.
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營
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營
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の
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動
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的
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で
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此
具
體
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目
的
物
を
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、發
見
し
、之 

れ
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手
に
せ
ん
が
爲
め
に
逢
着
す
る
凡
て
の
障
害
を
防
が
ん
ど
し
て
努
力
す
る

O

彼
等
の
利 

■.害
は

.

.；常
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，遠
慮
あ
る
物
的
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利
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で
，且
つ
固
定
的
の
も
の
で
あ
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。
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賣
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爲
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濟
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の
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执
象
的
支
配
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の
具
體
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た
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貨
幣

0

解

得
で
あ
る
。
則
ち
營
利
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あ
る
。
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な
る
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-を
安
》

»

本
れ
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：る
打
算
ど
、此
計
算
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引
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ム
爲
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に
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し
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で
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を
。
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.し
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の
討
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常
に

®
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し
て
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な
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市
揚
關
係
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礎
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の
利
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揚
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。
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營
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又
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營
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齊
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及
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昨
年
十
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用
發
行
商
.事
研
究
に
於
け
る
ニ

S

敎
授
の 

定
義
寶
質
交
換
の
方
法
：：ド
依
つ
て
生
產
と
消

t

を
述
結
す
る
營
利
行

®

り
b

云
つ
て
ゐ
る

の
は
、(

I
)

商
業
を
行
爲
槪
念
；ビ
見
る
こ
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1ー)

營
利
な
る
事
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き
を
黻

き
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た
る
®
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て
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.
 

.
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。
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利
行
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又
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r
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r
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i
g
k
e
i
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ビ
云
ふ
語
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普
通
の
解
釋
に
從
つ
て
利
®
を
得
る
を

目
的
と
ず
る
行
爲
と
解
す
る
な
ら
ば
、此
等

Iの
說
ヘ
は
利
调
を
声
る
顆
に
甚
だ
重
き
を
置
い

/a
a

に
於

V

後
に
述
ぶ
る

L
e
x
i
s

や
、又

M
a
t
a
j
a

の
商

*

の
定
義
ど
亦
桐
じ
で
ぁ
る
。
け
れ
ど
も
少
な

ぐ
：ぼ
：も
近
伐
の
商
業
に
定
義

'.を
.與
ふ
に

「

際
し

V

利
潤
：ど
，か
營
利
と
か
を
餘
爻
り
に
高
調
す
る

^

は

5£
當
で
は
な
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'
蓋
し
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主
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な
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®
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行
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#

利
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目
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も
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あ
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手
段

^

し
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營
利
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と
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商
業
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潘
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作

b
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營
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此
故
に
此
共
通
の
目
的
本
る
營
利
又
は
利
潤
の
獲
得
を
以
て
商
業

を
他
ミ
區
別
す
る
特
徵
ビ 

す
る

こ

と
は
妥
當

r t
r

tt
,

い，。
h

け
れ

ど
も

I從
來
の
定
說
で
は
利
潤
を

得
る
こ
ミ
、營
利
の
目
的
を 

有

す

る

こ

ビ

が

商

業

，の1
S?
件
ヒ
し
て
加
へ
ら
れ
て
ゐ

る
。

則

ち

、
：

い
商
業
；と

は

利

：渦
を
：：得

る

目

的

を

：以

て

財

^

を
».
入
れ
又
は
交
換
に
よ

6

て
得
、而
し
て
此
の 

得
た

.る
財
貨
を
觅
に
賣

«

す
.る
行
爲
を
營
業
と
し
行
ふ
こ
と
と
云
ふ
に
あ

.る
。
牝
の

^

1|
太 

： Roscher, 

Lexis,’ 

Sonndorfelv:: m
a
t
a
j
a

の
諸
學
者
の
一
欉
に
採
用
す
る
所
で
實

R
、今

P
M迄
の
定
説 

ビ
な
つ
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
定
義
に
よ
る
時
は
商
業
た
る
.爲
め
に
は
次
の 

三
個
の
要
素
が
含

^

れ
て
ゐ
る
：
I

の
で
あ
る
。

パ
二
、
利
潤
を
得
る
目
的

.を
以
て
、

.

'
ニ
、

.獨
立
の
：營
業
苳
し
て
：繼
續
的
，に

三
，
：財
貨
を
質
入
れ

X:
は
交
換
に
よ

-
o

獲
得
し
、之
を
加

:c
す
る
こ
と
な
ぐ
し
て
之
を
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,
/
.
,に
.賣
却
す
る
こ

^

f

:
:國
民
經
濟

.の
發
達
に
伴

a

；て
各
經
濟
單
位
の
間
に

.
分
業
が
起
こ
ぅ
生
產
者
と
消
®
潜
が
分 

離
し
，此
兩
老
を
結
合
す
る
必
耍
上
か
ら
し
て
玆

R

獨
立
の
商
人
が
發
生
し
て
、財
貨
配
給
の
任

務
を
司
っ
て
ゐ
た
際

.‘に
减
業

..を
0

上
の
：如
ぐ
定
曝
す
を
ゆ
ば
當
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没

こ
ご
で
盹
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も
齓
論
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t

-

い
所
で
あ
つ
だ
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け
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ど
も
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會
經
濟
の
發
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滔
令
ヰ
し
て
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な
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組
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明 

す
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爲
め
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念
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#
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濟
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ら
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。
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濟
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此
等
の
，學
者
は
卿
れ
も
商
業
を
國
民
經
濟
的
に
觀
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
職
業
的 

分
業

.の
ft
は
れ
て

ゐ

る

»

會
に
於
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生
產
者

「

ビ

消
费
卷
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の
間
に
在
在
す
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貨
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の
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的
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時
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懸
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而
し
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濟
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：
此
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れ
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の

，
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し
て
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の
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濟
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に
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け
る

®

分
を
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ふ
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の
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.
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.
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を

：
行

ふ

に

際

し

、

51
に
此
辑
分

.が
‘益
々
.分
化
し

*

分
化
し

'^

る
.
.

各

部

職

分
が
何
れ
も
：皆 

•1.

つ
の
職
業
と
；

^

て
，營

种

^
^
 

れ
，る
'

^
ぅ
に
：
.3:
^
た
、鼓
に
於
て
か
生

-產
：者
：己

& 

费
者
の
距
離
は
益
々
遠
ざ
か
る
を

.得
な
ん
な
つ
た
の
で

.：あ
る

。

」

';
. V

'
.
:
,

-

A

1

0

E
h

f
s

b
e

r
g

K

^ :
0

.

^

,

€ 

0

 

M

考

と
-

の
璲
一
所」

的

間

隔

か

1 .
<

^

.

.商
，
1

:
ミ

运

ひ
、時

開

.的

^

時

^

.

.
除「

く

か

^
.機

で

办

.石

ゴ

云
バ
ヴ
ぐ
て
ム
パ
-る

ュ

け

^
,ど

：も

贫

M

u

t
ĉ
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